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己主）Q!)ミJ
（省 令）

O国立学校における 授業料その他の費用に関 する 省令の
一 部を改正 する 省令 （文 部35) （ 平8 .11. 1 官報第
2010号）

（規 則）

0人事院規則 9 -17 （俸給の特別調整額） の一 部を改正
する人事院規則 （人事院 9 -17-59) （ 平8 . 11. 27 官
報第2027号）

（告 示）

O 平成9年度科学研究費補助金 奨励研究 （ B） の計画調
書の提出期 間等を定める 件 （文部187) （ 平成 8 . 11. 1 

官報第2010号）

0出入国管理及び難民認定法第 7条第 1項第 2 号の基準
を定める 省令の留学及び就学の在留資格に係る基準の
規定に基づき日 本語教育施設等を定める 件の一部を改
正 する 件 （法 務322) （平8 .11. 11 官報第2015号）

ミl � f!} 
第3回教務委員会(11月 5 日）

（審議 事 項）

(1) 教 務委員会専門委員会委員の任期 について
(2) 平成9年度非常勤講師任用計画の作成 方針につい

て

第4回学生生活協議会(11月 8 日）

（審議 事項）

(1) 平成8年度在来生合 宿研修について
(2) 平成8年度厚生補導研究会について
(3) 富山大学学生相談連絡会議 要項 （案） について
(4) その他

第4回学寮委員会(11月11日）

（審議 事項）

(1) 寮生からの要求事項について
(2) その他

第4回附属図書館商議会（11月11日）

（審議 事 項）

(1) 平成9年度附属図書館図書購入費について

第2回保健管理センター運営委員会(11月12日）

（議 題）

(1) 保健管理センター運営委員会の在り 方について
(2) エイ ズ講習会について
(3) その他

第2回保健管理センター自己点検評価委員会（11月12日）

（議 題）

(1) センターの在り方及び目標に関 する こと （ 自己点

検評価事項） について
(2) その他

第3囲揮業料等減免選考委員会（11月15日）

（議 題）

(1) 平成8年度後期分授業料免除者の選考について

(2) その他

第7田部局長懇談会（11月22日）

（議 題）

(1) 当面の諸問題について
(2) その他

第7回評議会（11月22日）

第2回開学50周年記念 事業委員会（11月22日）

（審議 事項）

(1) 関学50周年記念事業について

は） その他

第7回 事務協議会（11月26日）

（議 題）

当面の諸課題について
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第4回入学試験実施委員会（11月26日）

（審議事項）

第2回自己点検評価委員会（11月29日）

（審議事項）

(1) 平成9年度入学試験判定資料の様式について
(2) 平成9年度大学入試センター試験富山大学試験場

の実施体制について

(1) 平成 7年度 自己点検評価報告書における問題点 及
び改善事項について

(3) 平成9年度富山大学入学試験業務予定について

(4) 富山大学紹介ビデオの作成について

C!) 

(2) 自己点検評価スケジュールについて
(3) その他

ミ』

平成8年度科学研究費補助金交付決定者一覧（追加）

研 究種目
研 究 代 表 者

研 究 5果 題
交付決定額 配分予定額

所 属 職 氏 名 平成8年度 平成9年度 平成10年度

基盤研究（A)(l) 理 学 部 教 授 小島 覚
カルシウム動態から見た環境変動が陸域 千円 千円 千円

生態系に及ぼす影響の予測
9,400 4,100 1,800 

基盤研究（8)(2) 理 学 部 教 授 尾島 十郎
ジ アザ［ n］ アヌレンの合成と芳香族性
に関 する研究

2 900 1,800 1,800 

基盤研究（C)(2) 理 学 部 助教授 松 島 房和
波長可変遠赤外光源を用いた分光法の広
帯域化と高分解能化

2,100 

基盤研究（C)(2) 工 学 部 教 授 塩津 和章
複合表面改質処理技術の確立による 多機
能付与材料の創製と疲労強度信頼性評価

1,800 

特別研究員奨励費 人文学部 助教授 鈴木 景二
古代国家における 交通の実態と意義に関
する調査研究

800 

特別研究員奨励費 工学 部 助 手 曾田 哲夫
超々軽量マグネシウムーリチウム合金の
合金設計および急冷凝固による組織制御

900 
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平成8年度 民間等との共同研究受入れ一覧

区分 研 究 題 目
A 超格子ヘテロ 接合型圧力センサの開発

，， 断熱鋳型による連続鋳造法の研究
，， 鉄塔基礎の雷電流特性に関 する 研究
，， トンネル内貯雪による 雪利用の研究
B 自動化 ・ 省力化設備構造用キットの特性解析
，， Al-Mg-Si合金の熱処理における Mg2Siの挙動
，， 中空押出材の接合強度に関 する研究
，， 板低温超伝導材料の開発
，， 多孔性セルロ ース微粒子の機能化と特性解析に関する研究
，， 風力用発電システムの高性能化に関 する 基礎研究
イシ メッキおよびコーテイング層の新評価法開発に関する基礎的研究

,, 鉄ータングステン耐食合金めっきに関 する研究
イシ アミラーゼの各種澱粉誘導体への作用機構と老化の構造変化の研究

，， 創薬を目的とした複素環等化合物の不斉合成に関 する研究
，， 有機E L薄膜素子の研究
，， トリチウム制動X線測定装置の開発
，， 環状シ アナミド類の熱特性と防燃機構に関 する 研究
，， 磁性微粒子の結晶構造解析
，， プリント配線板刻印文字認識装置の研究開発
，， 装飾メッキに関 する研究
，， 高分子被覆アルミ材料表面に対するエアロゾルの吸・脱着挙動の解析

，， 低Mg押出合金の開発
，， 超硬合金の押出成形及び素材の特性評価に関 する研究
，， 半導体ヘテロ 接合デバイスに関 する研究
，， チタン基体上へのゾルゲル法による 修飾電極作製
，， 薄肉幅広押出し形材の品質向上に関 する研究
，， 炭化水素類のバクテリア酸化に関 する研究
，， 水の分子集団の大きさから見た水の測定及び考察
。 経年火力タービン高温部材の寿命評価研究
。 核融合炉構造材におけるトリチウム含有量の測定法に関する研究

。 アルミニウム押出し用 ダイスの耐久摩耗性向上の研究
，， Sm A液晶を用いた光スイッチ素子に関 する研究
c 新規生理活性物質の開発に関 する 研究

＊共同研究の区分

A: 民間機関 等から研究者とともに直接経費を受け
入れ， 国立大学においても直接経費の一 部を負担

し， このため別途共同研究費 （校費） の配分を要
する 場合

B 民問機関 等から研究者とともに直接経費を受け
入れて実施する もので， 国立大学においては直接

経費の負担を要しないか， 直接経費の一 部を負担

しでも別途共同研究費 （校費） の配分を要しない
場合

平成8年4月～9月
民問機 関 名 大学側研究代表者

立山マシン株式会社 工学部 教 授 龍山 智築
富山合金株式会社 工学部 教 授 池野 進
北陸電力株式会社蹴齢研究所 理学部 助教授 酒井 英男
北陸電力株式会社蹴齢研究所 理学部 教 授 封馬 勝年
エヌアイシ・オートテック株式会社 工学部 教 授 小泉 邦雄
YK K株式会社黒部事業所 工学部 教 授 池野 進
アイシン軽金属株式会社 工学部 教 授 時浮 貢
大平洋製鋼株式会社富 山製造所 理学部 教 授 石川 義和
レンゴー株式会社 工学部 教 授 北野 博巳
北陸電力株式会社地域総合研究所 工学部 助教授 作井 正昭
株式会社高松メッキ 工学部 教 授 能登谷久公
株式会社不二越 工学部 助教授 蓮覚寺聖一
ヤヨイ化学工業株式会社 工学部 教 授 島崎長一 郎
高有製薬株式会社 理学部 教 授 平井 美朗
北陸電気工業株式会社 工学部 教 授 女川 博義
日 本ガイシ株式会社 持蹴体機能研究t/9－教授渡建国昭
日 産化学工業献鮒富山工場 工学部 教 授 島崎長一 郎
日 産化学工業献鮒研究開発セント 理学部 教 授 岡部 俊夫
富山日 本電気株式会社 工学部 教 授 米国 政明
株式会社桑山貴金属 工学部 助教授 蓮覚寺聖一
三協アルミニウム工業株式会社 工学部 教 授 北野 博巳
新日 軽株式会社北陸製造所 工学部 教 授 池野 進
東京タン グステン株式会社 工学部 教 授 池野 進
北陸電気工業株式会社 工学部 教 授 龍山 智築
日 本 カーリット株式会社 工学部 助教授 蓮覚寺聖一
富山軽金属工業株式会社 工学部 教 授 時津 貢
荒川化学工業株式会社 工学部 教 授 井上 正美
富山県 工学部 教 授 長谷川 淳
北陸電力株式会社地域齢研究所 工学部 教 授 塩津 和 章
川崎重工業株式会社 水素阿佐体構柵究セント教授渡建国昭
本 多金属工業株式会社 工学部 教 授 時津 貢
立山科学工業株式会社 工学部 教 授 女川 博義
株式会社北陸化成工業所 工学部 教 授 佐々木和男

C: 民間機関 等から研究者の受け入れのみを行い，
研究の内容， 性格から直接経費の措置を要しない

場合

＊年度別実施件数 （過去 5年間）

3年度 4 年度 5年度 6年度 7 年度
区分A 3 件 3 件 4 件 2 件 3 f牛
区分B 21 件 23 件 20 件 23件 24 件

区分C 3 件 5 f牛 3 f牛 5件

計 27 件 31 件 27 件 30 件 27 件
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ミ』ミ』昌司
異動区分 発令年月日 氏 名 異 動前の 所 属 ・ 官 職 異 動 内 ，廿yモ・

昇 任 8 .  12. 1 岩 坪 美 兼 講 師 理学部 （生物学科） 助教授 理学部 （生物 学科）
。 若 杉 達 也 か ，， 今 11 イシ 。

配 置換 8. 12. 1 坂 本 江 見 技術職員 総合情報処理 センター 助 手 経済学部 （経営学科）

退 職 8 . 11. 28 平 野 砂都美 事 務補佐員 （経済学部会計係） 平成 8 年11月27日 限り退職した

8. 1 2. 1 竹 井 公 子 臨時用務員 （教育学部作業員） 平成 8 年11月30日限り退職した

職務命令 8 .  12. 1 坂 本 江 見 助 手 経済学部 （経営学科） 富山大学総合情報処理センター勤務を命ずる
，， ，， 技術職員 総合情報処理センター 富山大学技術部第一技術班員を免ずる

�［！）�� 

叙 勲

去る 11月 3 日 付けで， 平成 8 年秋の叙勲が発表され． 本 学関係では次の 方が受章されました。

元教育学部附属養護学校副校長 島 木 信 子 勲五等瑞宝章

菊薫る 11月 8 日 ， 国立劇場の式場で勲五 等瑞宝章をいただき， 次いで皇居へ
参 内し ， 豊明殿において， 天皇陛下からねぎらいと励ましのお ことばを賜りま
した。

身のひきしまる 思いでございました。

荘厳なたたずまいの中を感動をあたためながら退出してまいりました。
身に余る この光栄は， 皆々 様の御教導のたまものと深く感謝いたしておりま

す。
この受章を心の支えとして， 今後も福祉の道 を歩いてい こうと思っておりま

す。

御推薦をいただきました学長先生はじめ， 御支援くださいました学内関係 の
皆様に厚くお礼を申し上げます。
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文部省永年勤続者の表彰

文 部省永年勤続者（勤続2 0年）として， 藤田 孝厚生課
長が表彰され， 平成8 年11月22日樹事務局長室において，

事務局長から表彰状が伝達され， 併せて記念品を贈呈さ
れました。

. 菊地事務局長から伝達を受ける藤田厚生課長

く平成8年度教職員文化展〉

本 学レクリエーション委員会文化部会と文 部省共済組
合富山大 学支部の共催により， 平成8 年 度教職員文 化展
が， 去る11月 6日から8 日までの3 日間にわたり本 学黒

田講堂会議室 ・ エントランスホールにおいて開催されま
した。

本 学教職員及び家族から出品された華道 6点、， 手芸43
点 ， 書道1 0点， 絵画23点， 盆栽37点， 写真9 点， 計128点

が会場一杯に展示され， 出展者の多彩な趣味・ 特技に多

くの教職員が目を見張り， 素人離れの力作の数々に感嘆
の声をあげていました。
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富山県リカレント教育推進事業

戸主4ザー 幸E 第383号

富山大学リカレント学習コース「インターネット・ワールドへの情報発信」を開設

今年度のリカレント学習コースは， 表題のとおり「イ

ンターネット世界へ情報を発信する際に作成するホーム
ページのWWWコンテンツ作成の基礎技術」の修得を目
標に， 去る11月1 1日（月）から20日嗣までの9 日間 （30時間），

総合情報処理センターにおいて， 会社員， 公務員等27名
の受講生により開催しました。

今年度の学習コースでは，
1 ）各自が自由課題として「現実または仮想の会社や

商店のホームページ」を作ることを目標にして， そ

の基礎技術を学び
2 ）そのホームページの設計から最終作品を完 成する

までを， この学習コースで修得した基礎技術を駆使

して作り上げる。

3 ）ホームページの 構想から最終登録まで， 内容の決

定． 素材の収集 ． 編集 ・ 加工をすべて 自分で行い，
完 成するまで何回も何回もテスト， デバッグを繰り

返す。

という， コンテンツ作成工程の実際を充分に 体験でき

るように， 多 くの アシスタントの学生を動員し． 実習

に充分な時間を割いて実施しました。
その結果， 本学のホームページからもその 成果が見

られるように， 非常にレベルの高い 成果を挙げること
ができました。 （http://ens. toyama-u. ac. jp/ recurr 

/index. html参照）

なお， 講師及び アシスタントは次の方々で す0
・ 講 師

教 育 学 部 教 授 穴山 5量
4シ 教 授 山西 i問一
，， 助教授 後藤 敏伸
，， 助教授 大森 克史
,, 助教授 向後 千春
今 講 自市 堀田 龍也
，， 講 日市 黒田 卓

露合情報処理セント 助教授 高井 正三

－ アシスタント

教育学部修士課程l 年 杉 本圭優， 知念賢司
，， 4 年 稲葉英明， 梅原 悟，

平井重春
，， 3 年 入井祭夫， 横田尚久

－ 企 画

教育学部修士課程 2 年 小関 元

企 講師ー アシスタン卜の指導を受け熱心に実習を受ける受講生
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公開ワークシ ョ ップを 開 催

経済学部では， 去る 11月28日（刻に「日本 海沿岸地域の
国際化政策の現状と課題」をテーマに公開 ワークショッ
プ（主催：富山大学日本 海経済研究所）が富山県民会館
で開催されました。

この ワー クショップは， 対岸諸国の研究機関 との共同

研究を推進する と同時に， これまでの研究 成果を内外に
発信する ことを目的として開催する ものであり． ロシア，

韓国 ， 中国及び国内の研究者を招き， テーマに関する 各々

の研究 成果が報告され 引き続き参加者による 熱心な研
究討論が展開されました。

... 公開ワークショップ

産学官の共同研究のための

『第10回（平成8年度）経営者・研究者交流会』を開催

“新時代に挑戦する ”をテーマに， 「第1 0回（平成 8
年 度）経営者・ 研究者交流会」が， 11月20日同に富山大
学工学部を会場に開催されました。

この交流会は， 富山大学地域共同研究センターと財団

法人富山技術開発財団が主催し， 富山県内の高等教育機
関 ， 公設試験研究機関 の研究者及び民間企業の研究者 ・
技術者並びに民間企業の経営 者が一堂に会し， お互いの

研究テーマの紹介及び情報提供或いは産学官の活発な共

同研究実施の “芽”の発掘の機会を得る ための“場”を
提供し， 産学官 の共同研究の推進を図る ことを目的 と し

て毎年 開催されており． 富山県における 産学官 交流の主

要な事業となっています。
今年度は， 産界・ 学界・ 官界から210人の参加を得て，

パネルデイス カッション 分科会及び産学官懇談会で終

始熱心に研究発表や討議等が展開されました。 特に， 産
界や官界の代表者の参加の下に開催された産学官懇談会
では， 外部の立場から， 来る べく21世紀に向けて， 社 会

的 ・経済 的ニーズに 対応して富山大学が目指すべき方向
や， 地域に根ざした大学としての富山大学の役割． 更に
大学と産業界 ・ 行政との双方向交流がより活発になる よ
うな実のある 産学官連携を推進する ために地域共同研究

センターが果たすべき役割や活動等について有益な提言
を得ました。 また， 引き続き行われた懇親会においても，

より活発な情報交換が行われ 盛況のうちに終了しまし
た。

なお， 今年度の交流会プロ グラムについては， 次のと
おりです。

∞∞∞経営者・研究者交流会プログラム∞∞∞

1 開会の辞
2 パネルディスカッション

テーマ：人材開発の視点について考える
〈コーデイネーター〉 富山県工業技術センタ一所長
〈パ ネ リ ス ト〉 株式会社インテック人事部教育担当課長

YK K株式会社研究開発本 部取締役副本 部長
三協 アルミニウム工業株式会社人事部長
富士薬品工業株式会社代表取締役社長

佐藤 泰一
西山 寛志
金山 幸雄
中山 正次
竹田雄一 郎
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3 分科会

(1) 電子デバイス ・情報処理

① 小さな村の山登り
② ロボッ トコンテストへのチャレン ジ
③ 若い研究者を育てる 会の10年

(2) メカトロ ・加工技術

① 穴あけ ・ ねじ立加工 自動化の推進
② 産業用ロボッ トの開発ーその小型化と高速化

(3) 新素材

① CV Dダイヤモンドの応用
② 発泡 金属の開発とその応用例
③ 中空構造 体形 成用ポリ アミド系樹脂の開発
④ メカニカルアロイング法による アルミニウム合金新素材の創製
⑤ 21世紀の技術

(4) バイオサイエンス

① 生理活性物質探索 における 有用な土壌
② 胃プロトンポンプの構造と機能との関連の解析

4 産学官懇談会（クロ ーズ）

テーマ：j新時代に向けての大学の役割と期待

〈官界〉 富山県商工労働部長
富山県工業技術センタ一所長

〈産界〉 コーセル株式会社代表取締役社長
YK K株式会社専務取締役
大平洋製鋼株式会社代表取締役社長
株式会社スギノマシン代表取締役会長
富士薬品工業株式会社代表取締役社長
北陸電力株式会社地域総合研究所長
三協 アルミニウム工業株式会社代表取締役専務
立山科学工業株式会社取締役社長

〈学界〉 富山大学長
富山大学工学部長
富山大学地域共同 研究センター長

木村 治夫
佐藤 泰一
飴 久晴
北野 芳則
佐藤祐一郎
杉野 博
竹田雄一郎
長坂 秀雄
松谷 武男
水口昭一郎
小黒 千足
時津 貢
池野 進

5 懇親会

企 パネルディスカッション
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教育学部附属養護学校“創立20周年”記念式典を挙行

富山大学教育学部附属養護学校は， 今年で“創立20周
年”を迎え， 去る11月 1 日 幽黒田講 堂において記念式典

を挙行しました。

附属養護学校は， 昭和43年 4 月， 教育学部に養護学校
教員養成課程が設置（昭和42年 4月 ） されたことに伴い

附属小学校に特殊学級1 学級新設に始まり， 昭和45年 4
月附属中学校特殊学級設置を経て， 昭和51年 4月 富山大
学教育学部附属養護学校として発足し， これまでに150
名を超える卒業生を送り出しています。

記念式典には， 小黒学長はじめ来賓， P T Aおよび本

学関係者並びに同窓生の保護者， 在校生， 教職員など 260

名 が出席し， 宮崎州弘校長が「これからも， 子供達に社
会のなかで生きる力を進展できるよう努めたい。Jと式
辞を述べ， 小黒学長及び田 中教育学部長の挨拶の後， 来

賓の楠顕秀富山県教育委員会委員長から祝辞がありまし
た。 続いて， 児童生徒を代表して高等部 2 年坂 井謙司君
が「みんなで力を合わせて勉強に励 み， 学校の伝統を守っ
ていきたい。」と喜びの言葉を述べました。

式典に引き続き， 上智大学手塚直樹講師による記念講
演が「新しい時代の中で豊かな生活の実現をjと題して
行われました。

その後， 祝賀会が催され， 和やかな雰閤気の中“創立

20周年”を盛大に祝い， 今後一層の発展を誓い合いまし
た。

企 記念式典で挨拶をする小黒学長

右上は式辞を述べる宮崎附属養護学校長

翌日の 2 日出Ii, “創立20周年”を記念した学習発 表

会が聞かれました。 小 ・ 中 ・ 高それぞれの学部が持ち味

を生かした舞台発表を行い， また附属小学校及び附属中
学校合唱団の交流出演， 富山大学応援団， チアリー ダー．
吹奏楽による招待演奏など華やかな雰囲気の中で行われ
ました。

また， 児童生徒と富山大学の学生たちが協力して 2 年

がかりで製作した壁画の除幕式も行われました。 この壁
画は， 校舎外壁に大理石を使った縦 3.7メートル， 横2 .7

メートルのもので ，「四季」（はる， なつ ， あき， ふゆ）
と名付け， 四季の生き物や遊びを描いたものです。 除幕

式では， 制作指導の教育学部丹羽教授から「後輩たちに
も誇れる立派な作品ができた。 自信を持ってください。」
と挨拶があり， 高等部の坊坂隆君が「みんなで作った壁
画が完 成して大変うれしい。」と喜びの言葉を述べまし
マ，，」。

... 学習発表会で舞台発表する高等部の生徒たち

企 完成した壁画を眺める児童生徒たち
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「⑧⑮������①②1
本 学レクリエーション委員会 体育部会卓球班， 文部省

共済組合富山大学支部共催による 平成8 年度学内卓球大
会が． 去る 11月15日 （ 金） に本 学第 2 体育館で実施され，
部局対抗6 チームによる 熱戦が繰りひろげられました。

なお， 成 績は次のとおりです。

優 勝 工学部Aチーム

準 優 勝 本 部チーム

3 位 人文学部 ・ 理学部チーム

＜ボウリング大会＞

本 学レクリエーション委員会 体育部会 ボウリング班，

文部省共済組合富山大学支部共催による 平成8 年度学内
ボウリング大会が， 去る 11月29日 （ 金） クレ ハボウルで
実施されました。

大会は， 4 人一組で22チームが参加し熱戦が繰りひろ

げられ， 男子の部において， 人事課白山一男氏が見事大
会 2連覇を達成されました。

なお， 成 績は次のとおりです。

（団 体） 優 勝 ヘボスターズ（経理部）チーム 1,246点
準優勝 ミサイル（人事課）チーム 1,223点
3 位 目指すぞ優笑（施設課）チーム 1,173点

（男子個 人） 1 位 白山 一男（ 人事課） 390点
2 位 黒田 景ー（主計課） 384点
3 位 北 治夫（ 経理課） 353点

（ 女子個人） 1 位 串田小百合（ 附属図書館） 273点
2 位 長 崎 宏美（ 人事課） 270点
3 位 井淳真由美（ 工学部） 258点

（ ハ イ ゲーム 賞） （男子） 白山 一男（ 人事課） 211，点

（ 女子） 串田小百合（ 附属図書館） 172，点

一12-



平成8年12月発行 ,,,,,. 千 報 第383号

Q!J［）昌也事J
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

ド イ ツ 8. 11. 10 
外国出張 人文学部 教 授 岡村 信孝 ス イ ス 「カント哲学における 間主

オー ストリ ア 観性の問題jに関 する研究
連 A口、 王 国 9 .  9 .  10 

ベ lレ ギ 一

「アフリカ農村社会におけフ フ ン ス 8 .  11. 19 
今 教 授 赤坂 賢 ギ ー る 市場経済の浸透と文化変

一 ア 化」に関 する 研究打合せ等 9. 2 .  10 マ

「インドネシア未経験鉱物 8. 11. 21 
理 学 部 教 授 堀越 叡 イ ン ド ネ シ ア 探査セミナーJの講 師 8. 11. 30 

「対岸諸国の国際化政策の 8. 11. 24 
経済学部 助教授 清t 敦弘 中華人民共和国 現状と課題」に関 する現地

調査 8 .  12. 5 

在日 コリアンの社会的ネッ 8. 11. 28 
，， 教 授 飯田 剛史 大 韓 民 国 トワークと文化動態に関 す

る 調査及び資料収集 8. 12. 6 

第11回韓日経済経営国際学 8. 11. 1 
海外研修 経済学部 教 授 水谷内 徹也 大 韓 民 国 術大会に出席 8 .  11. 4 

家畜の解体， 調理， 保存に 8 .  11. 18 
人文学部 助教授 一ノ瀬 言， 也葺、 中華人民共和国 関 する 言語人類学的現地調

査及び資料収集 8. 12. 1 

韓国地方間交流協力増進の 8. 11. 18 
経済学部 助教授 木幡 伸二 大 韓 民 国 為の国際シンポジウムに出

席 8 .  11. 21 

分散触媒を使用した触媒水 8. 11. 22 
工 学 部 助 手 米山 嘉治 アメリカ合衆国 素化反応に及ぼす水の促進

効果の調査研究 9 .  5 .  1 

第 2 回シリコン材料の科学 8. 11. 25 
理 学 部 助教授 飯田 敏 アメリカ合衆国 と技術国際シンポジウムに

出席 8. 12. 1 

外国人 英語の定性ならびに定量分 8 .  11. 27 
人文学部 教 師 7ェダーホルト・キャレン シ ン ガ ポ ー ル 析会議に出席 8 .  12. 5 
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ミ』司）［）（！）��
氏 名 本 国 に お け る 来 寸必ム- 目 的 本 学 受 入 れ 先 期 間（ 国 籍） 所属機関 ・ 職名

I<ク ラー ノ フ ロシア科学アカデミー極東 8.11. 27 
P. Ya. Baklanov 

支部太平洋地理研究所
（ロ シ ア）

教 授 8. 11. 28 

シ沈ム ン，万三ヨァ＝ 〆 要 韓 国江原大 学 校 研 究 打 合 せ 経済学部助教授 8.11. 28 
経 営 大 ：主子主主． 及 び

（韓 国）
教 授 ワークショップ出席 木 幡 伸 二 8.11. 29 

李 桂 ザ山ン 中 国 遼寧大 学 8.11. 28 
国 際 経 済 学 院

（中 国）
教 授 8. 11. 29 

劉 ケ慶イ 和
ハルピン 工 業 大 学 講 義 工学部教授 8. 11. 7 

特 日IJ
機 f戎 工 十，，，」 科

（中 国）
主 任 教 授

研 究 打 合 せ 大 住 岡lj 8. 11. 8 

昌司）（！）［！｝
〈住所変 更〉

部 局名 ，白』ー． 職 氏 名

教 育 学 部 講 自市 杉 本 啓 郎（ 技術教育）

経 済 学 部 教 授 竹 川 慣 吾（政策科 学 ）

理 寸且4一． 部 助 教 授 大 津 力（反応物性化学）

人文学部・理学部
文部事務官 中 村 良 恵（学務第一係）

〈住居表示変更〉
部 局名 ，昆�噌

職 氏 名

工 手寸且ー． 部 教 授 五 嶋 孝 仁（強度設計工学）

〈改 姓〉
部 局名 官 職 氏 名 ！日 姓

人文学部・理学部
文部事 務官 中 村 良 恵 石 須（学務第一係）
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ミJミlfEJミJ
本 部

11月問、11日 推薦入学， 帰国子女・社会人特別選抜願書

受付
6日 第32回国立41大学庶務部長会議（埼玉大学）

第 2回大学等就職問題連絡会議（県民会館）

6日～7日 東海 ・ 北陸地区国立学校等安全管理協議会

（三の丸会館 名古屋）

6日～8 日 富山地区国立学校等中堅職員研修

（富山医科薬科大学， 立山少年自然の家）

教職員文化展

7日 国立大学等保健管理施設協議会（平安会館

京都）

7日～ 8 日 東海 ・ 北陸地区国立大学長会議（名古屋大学）

11日 自己点検評価委員会委員長と各専門委員会主

査・ 副主査の打合せ会

第4回外国語及び保健体育検討小委員会

北陸地区大学等厚生補導担当者研修会（福井

医科大学）

12日 教職員生涯生活設計担当者研修会（オリセン）

学内一般設備費等要求ヒアリング

全学教務情報システム説明会

13日 第4回富山県大学学生部懇談会（高岡法科大

学）

13日～14日 国立大学協会第99回総会（学士会館）

中部地区メンタルヘルス専門講習会（人事院）

14日 文部省招集学長懇談会

教務事務電算化にかかる講演会

厚生補導業務研修会

15日 国立大学協会第66回事務連絡会議（学士会館）

富山地区国立学校等人事担当課長会議

（立山少年自然の家）

学内営繕関係経費ヒアリング

学内卓球大会

18日～22日 平成8年度文部省施設担当係長研修会（オリ

セン）

20日 富山共済組合支部連絡協議会ボーリング大会

20日～22日 国立学校等幹部職員研修（国立教育会館）

留学生担当職員 研修会（オリセン）

22日 文部省永年勤続者表彰伝達式

第23回北陸地区国立学校施設担当者連絡協議
A :.:;; 

（北陸先端科学技術大学院大学）

28日 在日中国大使館職員本学表敬訪問

第5回教養教育委員会実施専門委員会

25日～29日 第21回中部地区管理監督者研修

（三河ハイ ツ 名古屋）

文部省予算実施状況調査

26日 第5回富山県大学長懇話会（高岡法科大学）

27日 全国国家公務員レクリエーション共同行事富

山地区ピーチボール大会

（富山総合公園体育文化センター）

推薦入学， 帰国子女 ・社会人特別選抜試験

（人文学部推薦を除く）

27日～29日 北陸地区国立学校等人事事務研修（福井医科

大学）

28日 第5回教養教育委員会実施専門委員会

28日～29日 文部省予算実施状況調査

29日 学内ボーリング大会

平成8年度富山県留学生等交流推進会議（高

志会館）

第 2回教務委員会専門委員会

30日 富山大学出張公開講座（宇奈月中央公民館）

人 文 学 部 l
11月 1 日 学部就職指導委員会

6日 予算委員会

就職に関する説明会

13日 学部紀要委員会

学部入学者選抜方法検討委員会

18日 学部教務委員会

20日 学部図書委員会

教授会

教授会（人事）

21日 学部情報処理委員会

22日 学部教務委員会

27日 学部学生生活委員会

29日 学部教務委員会

人文科学研究科教務等検討委員会
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教 育 学 部 ｜
11月 1 日 附属養護学校創立20周年記念式典

品凶ザー

2 日 附属養護学校学習 発表会・創立20周年記念壁

画除幕式

5 日 日本教育大学協会学長 ・学部長等連絡協議会

(K K Rホテル東京）

6日 人事教授会

学部入学試験委員会

海外派遣留学報告会及び短期留学推進制度

（派遣）オリエンテーション

8 日 附属幼稚園保育研究会

11日～22日 附属養護学校並びに附属幼稚園入学（園）願

書受付

12日 学部予算委員会

13日 学部学生生活委員会

学部教務委員会

教授会

人事教授会

14日 学部紀要編集委員会

15日 学部留学生受入れ部会

18日 第 3回日本教育大学協会新課程連絡臨時協議

会（東京芸術大学）

19日 学部改組ワーキンググループ

20日 教授会

今後の人事に関する検討会

就職ガイダンス

カリキュラム委員会

25日 学部図書委員会

26日 教員の資質向上富山県連絡協議会（富山婦人

会館）

経 済 学 部

11月6日 人事教授会

教授会

8 日 平成8年度夜間主コース設置大学学部長会議

(KK R HOTEL TOKYO) 

13日 広報委員会

日本海経済研究所運営委員会

就職ガイダンス

14日 学部自己点検評価委員会

15日 平成8年度秋季国立12大学経済・経営学部長

及び事務長会議（メルバルク東京）
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18日 学部教務委員会

19日 助手室業務運営委員会

20日 学部教務委員会

人事教授会

教授会

25日 学部教務委員会

第383号

27日 平成9年度富山大学経済学部推薦入学， 帰国

子女・社会人特別選抜

28日 富山大学経済学部公開ワークショップ（富山

県民会館）

29日 学部就職指導委員会

理 学 部 ｜
11月6日 学部教務委員会

13日 大学院理学研究科委員会

教授会

人事教授会

20日 学部情報化対策検討委員会

学部就職指導委員会

22日 学部学生生活委員会

25日 学科長会議

28日 学部情報化対策検討委員会

工 学 部 ｜
11月5 日 大学院工学研究科改組準備委員会

6日 博士後期課程委員会

研究科委員会

専任教授会

8 日 工学部外国人留学生とチュータ及び指導教官

との懇談会

11日 博士後期課程主任会議

大学院工学研究科改組準備委員会ワーキング

グループ検討会

12日 学部施設整備委員会

13日 専任教授会

博士後期課程委員会

14日 学部就職指導委員会

18日 大学院工学研究科改組準備委員会ワーキング

グループ検討会

21日 学部図書委員会

22日 工学部教官要覧編集委員会

25日 温交会役員会
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28日 （臨時）教授会

大学院工学研究科改組準備委員会

附属図書館｜
11月7～日 平成8年度北信越地区国立大学附属図書館事

務（部・課）長会議（新潟大学）

27日～28日 第 9 回国立大学図書館協議会シンポジウム

（名古屋大学）

28日 第7回附属図書館機能強化検討小委員会

28日～29日 平成8年度北信越地区図書館研修会

（富山医科薬科大学）

地域共同研究センター ｜ 
11月6日 島根経済同友会会員視察

20日 第10回（平成8年度）経営者・研究者交流会

25日～29日 先端技術研修（機器分析コース）

29日 第 3 回大学院教育講座

報 第383号

生涯学習教育研究センター

11月6日 第 8 回大学開放の在り方に関する研究会

（アクロス福岡）

7日 生涯学習実務者協議会（アクロス福岡）

7日～8日 第18回大学教育開放センタ一等研究協議会

（長崎大学）

生涯学習と高等教育に関するフォーラム

（国立教育会館）

保健管理センター ｜ 
11月14日 定期健康診断（胸部X線直接撮影）
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第383号

編 集 富山大 学 庶 務 部 庶 務 課

富山市五福3 1 9 0 

印制 所 あけぼの企 画株式 会 社

富山市住吉町1丁目 5 -18
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